
 

 

令
和
七
年
十
二
月
五
日
受
領 

答

弁

第

八

六

号 
   
 

内
閣
衆
質
二
一
九
第
八
六
号 

 
 
 
 

令
和
七
年
十
二
月
五
日 

内
閣
総
理
大
臣 

高

市

早

苗 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 

衆

議

院

議

長 
額

賀

福

志

郎 

殿 

  

衆
議
院
議
員
松
尾
明
弘
君
提
出
盛
土
規
制
法
上
の
「
土
地
の
形
質
の
変
更
」
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付

す
る
。 

 
 



 

１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
松
尾
明
弘
君
提
出
盛
土
規
制
法
上
の
「
土
地
の
形
質
の
変
更
」
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
一
連
の
工
事
」
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
お
尋
ね
の
「
盛
土
規
制

法
に
定
め
る
「
土
地
の
形
質
の
変
更
」
に
該
当
す
る
」
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
各
都
道
府
県
知
事
に
お
い
て
、
工
事
の
内
容

等
の
個
別
具
体
の
状
況
に
応
じ
、
適
切
に
判
断
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。 

二
及
び
三
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
右
記
一
に
該
当
す
る
「
土
地
の
形
質
の
変
更
」
を
伴
う
工
事
」
、
「
「
土
地
の
形
質
の
変
更
」
に
あ
た
る
か

否
か
の
判
断
基
準
が
完
成
時
で
あ
る
」
、
「
無
許
可
工
事
と
し
て
法
の
規
制
対
象
と
な
る
」
及
び
「
法
に
お
け
る
無
許
可
工

事
と
み
な
さ
れ
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制
法
（
昭
和
三

十
六
年
法
律
第
百
九
十
一
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
十
二
条
第
一
項
に
お
い
て
、
宅
地
造
成
等
工
事
規
制
区
域
内
に

お
い
て
行
わ
れ
る
宅
地
造
成
等
（
法
第
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
宅
地
造
成
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
関
す
る
工
事
に

つ
い
て
は
、
宅
地
造
成
等
に
伴
う
災
害
の
発
生
の
お
そ
れ
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
を
除
き
、

工
事
主
（
法
第
二
条
第
七
号
に
規
定
す
る
工
事
主
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
は
、
当
該
工
事
に
着
手
す
る
前
に
、
都
道
府
県
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知
事
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
こ
の
規
定
に
違
反
し
て
当
該
許
可
を
受
け
な
い
で

施
行
す
る
工
事
に
つ
い
て
、
都
道
府
県
知
事
は
、
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
項
に
規
定
す
る
工
事
主
等
に

対
し
て
、
当
該
工
事
の
施
行
の
停
止
を
命
じ
、
又
は
相
当
の
猶
予
期
限
を
付
け
て
、
擁
壁
等
（
法
第
十
三
条
第
一
項
に
規
定

す
る
擁
壁
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
設
置
そ
の
他
宅
地
造
成
等
に
伴
う
災
害
の
防
止
の
た
め
必
要
な
措
置
を
と
る
こ
と

を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
法
第
三
十
条
第
一
項
に
お
い
て
、
特
定
盛
土
等
規
制
区
域
内
に
お

い
て
行
わ
れ
る
特
定
盛
土
等
（
法
第
二
条
第
三
号
に
規
定
す
る
特
定
盛
土
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
又
は
土
石
の
堆
積
（
大

規
模
な
崖
崩
れ
又
は
土
砂
の
流
出
を
生
じ
さ
せ
る
お
そ
れ
が
大
き
い
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
規
模
の
も
の
に
限
る
。
以

下
同
じ
。
）
に
関
す
る
工
事
に
つ
い
て
は
、
特
定
盛
土
等
又
は
土
石
の
堆
積
に
伴
う
災
害
の
発
生
の
お
そ
れ
が
な
い
と
認
め

ら
れ
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
を
除
き
、
工
事
主
は
、
当
該
工
事
に
着
手
す
る
前
に
、
都
道
府
県
知
事
の
許
可
を

受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
こ
の
規
定
に
違
反
し
て
当
該
許
可
を
受
け
な
い
で
施
行
す
る
工
事

に
つ
い
て
、
都
道
府
県
知
事
は
、
法
第
三
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
項
に
規
定
す
る
工
事
主
等
に
対
し
て
、
当

該
工
事
の
施
行
の
停
止
を
命
じ
、
又
は
相
当
の
猶
予
期
限
を
付
け
て
、
擁
壁
等
の
設
置
そ
の
他
特
定
盛
土
等
若
し
く
は
土
石

の
堆
積
に
伴
う
災
害
の
防
止
の
た
め
必
要
な
措
置
を
と
る
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。 


